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文 書 質 問 通 告 一 覧 表                           （１１月） 

令和６年１１月１日 

１．緊縛強盗事件の予 

防対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨今、報道等でも扱われている様に緊縛強盗なる凶悪な事件が頻発している。その事件のほと

んどが、下見と思われる行為の後に行われている。本町においても、その様な事件に町民が巻き

込まれないようにするため、次の２点について、町長にうかがう。 

（１）次のような行為への注意喚起を行政から発信する。 

①不用品を回収する業者を騙り、家の中に立ち入ろうとする。 

②壁紙の貼り替えを勧めて、見積もりの為に家の中に立ち入ろうとする。 

③水道管の確認を役所から頼まれていると騙り、家の中に立ち入ろうとする。 

④電気系統の点検を役所から頼まれていると騙り、家の中に立ち入ろうとする。 

⑤家電製品のリコールのため、製品の状況を確認したいと騙り、家の中に立ち入ろうする。  

以上のような行為がすべて、個人情報や在宅状況の漏えいに繋がる行為である事を注意喚起す

る必要性を感じるがいかがか。 

 

（２）「栗山町高齢者地域支え合い活動推進条例」を、時代に見合った条例に改正する。 

昨年１２月の一般質問で、上記条例による個人情報の提供について本人の同意を得ずとも情報

の提供を可能とする現行の条例改正を求めたが、条例改正の予定はないとの回答であった。 

しかしながら、昨今の緊縛強盗の手段は、在宅状況を事前に把握してから高齢者のみの在宅者

を狙っての犯行手口となっており、すでに人命も失われている。この高齢者世帯の情報について

は、電話などで警察官や役場職員を騙り第三者から入手するおそれもあり、現行の本人の同意無

しで在宅状況を提供出来る条例は、急速に変わる世相背景に対応するため、早急に見直しが必要

と考える。ついては、本人の同意を得た場合にのみ、世帯情報の情報提供を行う条例に改正する

べきと考えるがいかがか。 
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